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柚木だより

柚木だよりをご覧の皆様、お世話になっております。令和８年４月１日付で第３７代静岡地方協力本部長を拝命した

糸賀です。

まず初めに、平素からの防衛省・自衛隊の取り組みに対する皆様のご理解、ご協力に対し、心より感謝申し上げます。

私自身について、少し紹介させていただきます。私は沼津市の出身です。沼津市立片浜小学校、同片浜中学校を経て、

静岡県立沼津東高校を卒業（高４７回）しました。ですので、この度静岡地方協力本部長に着任できたことは、私に

とっては「故郷に錦を飾る」ものであり、大変嬉しく思っております。実際、前任地である横田基地から遥か彼方に見

えていた富士山を間近で見ながら勤務しておりますが、霊峰富士に元気をいただきながら勤務できることは、実に幸せ

なことであると感じております。

着任にあたり、静岡地方協力本部の業務について、簡単に紹介させていただきます。主要な業務としては、以下のと

おりです。

〇 陸海空自衛官の募集及び採用

〇 退職する自衛官の再就職の支援

〇 必要時に招集される予備自衛官等の採用と訓練

〇 災害等が発生した際における自治体と自衛隊との間の連絡調整業務

前任の田代１等陸佐は「静岡県民のために、そして、国家・国民のために」をモットーとして勤務されたと伺ってお

りますが、全く私も同感です。

故郷・静岡県、更には我が国の安全を守るため、防衛省・自衛隊の取り組みを正しく静岡県民の皆様にお伝えしてま

いります。また、自衛官として勤務し、相応の知識経験を有する退職自衛官を有用な人材として官民問わず採用いただ

き、静岡県の更なる発展に寄与させていただきたいと思います。そして、災害等の発生時には、静岡県内の各自治体と

自衛隊とが有機的に連携できるよう、自治体と自衛隊との架け橋として尽力してまいります。

今後とも、静岡地方協力本部に対するご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

【 主な経歴 】

平成１３年 ３月 幹部候補生学校（奈良）

       １４年 ２月 第２航空団（千歳）

       １７年 ８月 第２輸送航空隊（入間）

       １９年 ８月 第２補給処（岐阜）

       ２１年 ４月 第５７期指揮幕僚課程（目黒）

       ２２年 ４月 防衛政策局防衛政策課（市ヶ谷）

       ２４年 ４月 航空幕僚監部防衛部防衛課（市ヶ谷）

       ２７年 ４月 第８３航空隊整備補給群整備主任（那覇）

       ２８年 １月 第９航空団整備補給群整備主任（那覇）

       ２８年 ４月 航空幕僚監部運用支援・情報部情報課付

（市ヶ谷）

       ３０年 ６月 在フランス大使館付防衛駐在官（仏）

令和 ３年 ８月 航空幕僚監部装備計画部装備課

装備情報班長（市ヶ谷）

       ５年１１月 補給本部計画部整備課長（十条）

       ６年１２月 作戦情報隊電波情報収集群司令（横田）

       ８年 ４月 自衛隊静岡地方協力本部長【現職】

第３７代静岡地本長糸賀正彦１等空佐 着任



静岡地本は３月２４日（火）、本部庁舎（静岡市）において

陸上自衛隊武山駐屯地に向かう入隊予定者の見送りを行った。

静岡県中・西部から、神奈川県横須賀市の同駐屯地に一般曹

候補生として入隊する１５人が集まり、生活用品をまとめた

バッグやスーツケースを手に、家族や友人とのしばしの別れを

惜しんだ。

出発時刻になると、家族や地本の隊員が庁舎の外に並び、駐

屯地行きのバスに乗り込む入隊予定者たちに「いってらっしゃ

い」「頑張って」と声を掛けたり、握手をしたりしてエールを

送った。

緊張した面持ちだった入隊予定者たちも、バスが出発する際

には窓から笑顔で手を振り、盛大な拍手に見送られて駐屯地へ

旅立った。

陸上自衛官を目指して県外に旅立つ

   入隊予定者を見送り

本部活動報告

県内各地で入隊・入校予定者激励会を開催

富士市 2.17 掛川市 2.18

長泉町 2.20 森町 2.27

浜松市 2.27

静岡市 2.28

田方地区 3.2

西伊豆町 2.27

富士宮市 3.4裾野市 3.4 沼津市 3.7 三島市 3.9

河津町 3.9

袋井市 3.10

伊東市 3.12 熱海市 3.12

菊川市 3.13

焼津市 3.16 湖西市 3.17 磐田市 3.17



静岡地本は２月２１日（土）、富士市文化会館ロゼシアターで行われた第４５回静岡音楽祭（静岡県防衛協会主催）に協力した。

開場前から入り口には長蛇の列ができ、１１７２人が演奏を待ちわびた。

トップを飾った富士市立高等学校吹奏楽部は、カラフルな衣装で「テキーラ」や「マンボメドレー」など軽快な６曲を披露した。

隊員有志で活動している滝ヶ原駐屯地雲海太鼓は、大きさの違う３種類の和太鼓を組み合わせた迫力ある演奏で会場を圧倒した。曲

の合間には和気あいあいとした隊員同士のコミュニケーションを披露し、観客の笑いを誘った。

板妻駐屯地に所在する第３４普通科連隊らっぱ隊は、総勢１８人の隊員が統一された動きでステージに登場。自衛官の１日の流れを、

行動の合図となる「日課号音」等のらっぱ演奏とともに紹介した。

航空自衛隊中部航空音楽隊は、吹奏楽曲「凱風快晴～富士の山・茶摘みの主題による」や、拠点のある浜松市にちなんだ曲など５曲

を演奏し、多彩な音色で観客を魅了した。

終了後、観客からは「演奏に圧倒された」「太鼓の音の迫力がすごかった。いつか経験してみたい」といった感想が寄せられた。

第４５回静岡音楽祭開催 高校生と自衛隊が音楽で魅了

静岡地本は２月２８日（土）と３月１日（日）、焼津漁港（焼津市）で海上自衛隊輸送艇２号の広報活動を行った。

同艇は平成４年に就役し、物資や人員の海上輸送等の任務を担ってきた。今年５月での退役が決まっており、今回が最後の広報活動

となった。

初日は、中学生以上の学生と保護者を対象とした体験航海を行い、午前午後の２回合わせて８３人が参加した。焼津漁港沖を約９０

分航行し、甲板や艦橋、食堂などの見学を行ったほか、波の穏やかな海上では艇前部のバウランプを開き、雪化粧した富士山を眺めた。

また、島田工業高校１年の松林瑛太さんと焼津高校２年の清水櫂起さんが１日艇長を務め、海上自衛官の上衣と帽子を着用して出入

港の号令等を体験した。

２日目は岸壁で一般公開を行い、１３９１人が甲板や船に搭載されている装備などを見学した。車両甲板では、乗員が同艇の特徴や

装備を説明したり、見学者の質問に答えたりしたほか、艇長自ら海上自衛隊の活動や南極の氷の紹介を行った。

最後の広報活動を終え、艇長の山田努１等海尉は「輸送艇２号は今日で約３４年の任務を終えます。最後に焼津で、非常に盛況でい

い広報活動ができました。今後も海上自衛隊に入りたいという人を増やせるよう、次の部隊でも広報活動をしっかりやっていきます」

と語った。

海自輸送艇２号が退役前最後の広報活動

本部活動報告



4月 5月 6月

静岡地本 4、5、6月 主要行事予定

1日…定期異動
11日…幹部候補生・幹部候補曹

1次試験
12日…幹部候補生(飛行要員)

1次試験
14日…予備自衛官補試験(WEB)
18日…予備自衛官補試験(口述)

17～19日…潜水艦・潜水艦救難艦
清水港入港

19日…予備自衛官1日間訓練(本部)

12日…2等陸・海・空士試験(WEB)
15～17日…静岡ホビーショー(静岡市)

16日…2等陸・海・空士試験
(口述)

16～17日…下田黒船祭(下田市)
19日…一般曹候補生1次試験(WEB)
24日…予備自衛官1日間訓練

(本部)
29日…河野准尉定年退官行事

9日…2等陸・海・空士試験(WEB)
14日…一般曹候補生2次試験

2等陸・海・空士試験(口述)
19～23日…予備自衛官5日間訓練(板妻)

20日…一般曹候補生2次試験
2等陸・海・空士試験(口述)

21日…予備自衛官1日間訓練(板妻)
26日…大胡曹長定年退官行事

部内異動
▽ 本部長付 ２等空佐 山浦 守
（募集課長）

▽ 沼津所長 １等陸尉 小林 孝也
（藤枝所長）

▽ 総 務 課 准 陸 尉  岩崎 賢
（伊東所）

▽ 募 集 課 １等陸曹 梅原 大資
（沼津所）

▽ 伊 東 所 ２等陸曹 山崎 豊和
（募集課）

                                     ３月１６日付

▽ 募集課長 ２等陸佐 嶋崎 善幸
（朝霞・陸上総隊司令部）

▽ 総 務 課 １等陸尉 岩﨑 章
（富士・第１０５全般支援大隊）

▽ 富士所長 ２等陸尉 星 香織
（市ヶ谷・東京地方協力本部）

▽ 総 務 課 准 陸 尉 原田 誠
（富士・富士学校）

▽ 沼 津 所 陸 曹 長 中山 桃世
（富士・富士教育直接支援大隊）

▽ 援 護 課 陸 曹 長 中野 知行
（富士・開発実験団）

▽ センター １等陸曹 松田 寿郎
（山梨・山梨地方協力本部）

▽ 浜 松 所 １等陸曹 大杉 真一
（朝霞・第１偵察戦闘大隊）

▽ 募 集 課 ２等陸曹 田代 正博
（石垣・八重山警備隊）

▽ 藤 枝 所 ２等海曹 浅田 海都
（横須賀・護衛艦「いずも」）

▽ 伊 東 所 ２等海曹 瀧澤 雄一
（厚木・厚木航空基地）

▽ 袋 井 所 ３等空曹 田中 俊
（浜松・第１航空団）

          ３月１６日付

▽ 三島所長 ３等海佐 瀬崎 伸二

（岩国・岩国航空基地隊）
 ３月２３日付

▽ 援護課長 行(一)６ 栗原 達也

（朝霞・東部方面総監部）

▽ 援 護 課 行(一)５ 祷 一之
 （横浜・神奈川地方協力本部）

▽ 総 務 課 行(一)３ 鴨志田 克明
 （北富士・北富士駐屯地業務隊）

▽ 総 務 課 行(一)２ 矢吹 理沙
 （市ヶ谷・防衛研究所）

▽ 総 務 課 行(一)２ 小峰 拓真  
（石垣・石垣駐屯地業務隊）

▽ 総 務 課 行(一)１ 山本 順
（山梨・山梨地方協力本部）

▽ 総 務 課 行(一)１ 丸山 雄太郎
（十条・補給統制本部）

▽ 募 集 課 行(一)１ 篠田 いろは
（長野・長野地方協力本部）

   ４月１日付

転 入

▽ 富士所 非常勤 山本 由巳
▽ 静岡所 非常勤 松永 彩
▽ 清水所 非常勤 井上 さつき

新規採用

４月１日付

転 出
▽ 八尾・中部方面航空隊長 １等陸佐 田代 裕久（本部長） ４月１日付

▽ 朝霞・東部方面総監部
 ３等陸佐 篠﨑 隆一（総務課）
▽ 北富士・北富士駐屯地業務隊

 ２等陸尉 野﨑 勇一（沼津所長）
▽ 北富士・東部方面システム通信群

 ２等陸尉 大石 雄一（富士所長）
▽ 朝霞・東部方面会計隊

 准 陸 尉 原田 裕介（富士所）
▽ 横須賀・横須賀地方総監部
 １等海曹 平野 智晴（伊東所）
▽ 浜松・第１航空団
 １等空曹 箕輪 勝政（袋井所）

▽ 横須賀・護衛艦「まや」
 １等海曹 岩崎 智（藤枝所）

       ３月１６日付

▽ 岩国・第１１１飛行隊

 ３等海佐 髙木 淳規（三島所長）
       ３月２３日付

▽ 市ヶ谷・陸上幕僚監部

 行(一)６ 伏見 和哲（援護課長）
▽ 市ヶ谷・東京地方協力本部

 行(一)５ 山上 勉（援護課）

▽ 新潟・新潟地方協力本部
 行(一)４ 吉田 武史（総務課） 

▽ 朝霞・東部方面総監部
 行(一)４ 髙橋 宏明（総務課）

▽ 市ヶ谷・陸上幕僚監部
 行(一)４ 鈴木 円（総務課）

▽ 秋田・秋田地方協力本部
 行(一)３ 千葉 祐輔（総務課）

▽ 走水・防衛大学校
 行(一)２ 奥村 夏奈子（募集課） 

                                                         ４月１日付

▽ 援護課 陸曹長 大石 哲也

定年退官

２月１０日付
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